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2018年度基本要求提出交渉

「働き方改革」は、人員増とともに人材育成や予算編成などの制度改革が必要

過重労働の撲滅、人員増、メンタルヘルス対策、制度改革、ノーマライゼーション推進
自治労県職労は10月23日、労務担当局長に対して、2018年度基本要求提出交渉を行いました。
12月に回答交渉、1月には支部代交渉と最終交渉を予定しています。
参加者の主な発言内容（要旨）

１ 過重労働の撲滅

○県働き方改革推進本部の数値目標の一つである、「時間外月80時間超の職員ゼロ」に向けて、具体的な方策を明らかに。

○パソコンのログ情報のうち、月30時間・45時間・80時間・100時間超えの実態について、所属別の人数を組合に提供すること。

○リアルタイムで在庁者数がパソコンに表示される等の「見える化」を行うこと。

○「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置に関するガイドライン」で定めている、「労使協議組織」を県に設置し、実効ある時間外勤務縮減対策を労使で協議し、実行すること。
○予算編成作業について、財政課幹部は職員が負担する労力や時間はコストであるという意識を常に持ち、予算編成に係る作業内容を組合と協議したうえで明文化すること。

○財政課は、また今回もＡ４枠配分事業も含めた全事業のヒアリングを行うと言う。局に任せた事業は局が責任をもって調整すればよいわけで、もっと効率的な仕事のやり方をすべきである。限られた時間を有効に使うという意識が欠落、働き方改革の方針に逆行していると思う。

２ 人員の配置

〇常態的な超勤職場には適正な人員配置を行うこと。

○職業訓練指導員について、最低限現在の欠員分を正規職員で配置するために、採用の拡大を。

○児童虐待に対応する体制強化のため、今年度福祉職の増員が行われたが、職員の過重労働が解消される状況にはない。さらなる増員が必要だ。

○再編統合した県税事務所や保健福祉事務所の業務に支障が生じないよう必要な人員配置を。特に、副所長と管理課長の兼務を解消すること。

３ メンタルヘルス対策

〇職員健康管理センターの産業医を専任化し、産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて、総合的なメンタルヘルス対策の確立を。

○体調を崩しても安心して休むことができる体制の整備や管理監督者等への研修は大変重要である。
４ 人事制度

○業務に必要な知識やノウハウが承継され、業務が円滑に遂行できるような人材育成が必要。

○職業訓練校では、技術指導や就職支援をやりながら、校独自のサーバーシステムを職員が管理しているので、大きな負担となっている。情報システムに長けた職員の配置等を考えてもらいたい。
５ 行政システム改革等

○新システムの構築にあたっては、目先の予算を削ったせいで、予期せぬエラー・不具合が出て、賃金不払いの問題まで発生。その結果、職員に多大な負担がかかっている。原因の徹底究明が必要。

〇指定管理者制度が導入されて10年以上が経過している。毎年コストがカットされて、これ以上は無理だという声を何度も聞いた。津久井やまゆり園での事件を踏まえ、同制度について全般的な検証を行う必要がある。

６ 再任用制度について

〇扶養手当、住居手当等の支給を求める。

〇一時金の支給月数を現役と同様にしてほしい。

〇人事評価については、県労連で確認したとおり、１年実施後の検証をきちんと行い、必要な改善を。

７ 臨任・非常勤職員の課題

○行政補助員制度の抜本的見直しを。

〇臨時的任用職員について、次の雇用までの間の空白期間をなくすよう求める。

○療養休暇の全期間有給化を早期に行うこと。
○地方公務員法及び地方自治法の改正趣旨を踏まえ、適正な任用、賃金・労働条件の改善を図るため、十分な労使協議を行うこと。
８ ノーマライゼーションの推進

〇通勤手当については、当局が考える合理的なルートにより認定されるため、職員の持ち出しが出ている場合がある。障害当事者が安全に通勤できる経路で認定してほしい。

○電話交換の派遣社員が年度途中で辞めてしまうなど、職場が混乱する状況が見られる。視覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣の配置を止め、直営で行ってもらいたい。

〇障害の進行によって業務遂行が困難になり、ワークアシスタントの配置を希望している職員がいる。障害者差別解消法の精神に従い、誠実な対応を。
２０１７県労連賃金確定闘争

「総務省から給与改定通知が発出されない中での議論はできない」（労務担当局長）として、交渉は延期

県人事委員会報告・勧告を受け、県労連は10月20日、2017年度賃金確定等要求書を副知事に提出し、賃金確定闘争がスタートしました。

10月24日にはこの要求書に対する副知事回答交渉が、26日には第1回幹事団交渉が行われました。

　幹事団交渉の中で労務担当局長から、「地方公務員の給与は地方公務員法において、『生計費並びに国及び他の地方公共団体の職員並びに民間事業の従事者の給与その他の事情を考慮して定めなければならない』と定められている。衆議院総選挙が終了したばかりで、特別国会が開催されておらず、国家公務員の給与法法案の閣議決定の見通しが立たない中で実質的な議論は難しい。一昨年も給与改定通知が発出されるまで交渉を延期した経緯がある。今期幹事団交渉の日程についても、あらためて調整をお願いしたい。」という趣旨の発言があり、交渉日程の延期について提案がされました。
これに対し、幹事団が次のように発言しました。

【県労連幹事団の発言要旨】

○人事委員会勧告が実施されれば、給与差額の精算作業を行うことになる。新人事給与システムが安定稼働していない中、短い準備期間で対応する知事部局職員に多大な苦労を負わせないという確約があれば、交渉日程の再調整については検討する余地はある。

○今年の予算編成作業は前倒しで進められているため、賃金や諸条件の課題を年内に整理すべきである。

　これを受けて議長から次の提案が示されました。

【議長発言】

○国の情勢がやや不透明ではあるが、すみやかな交渉再開し、年内に交渉を終結したい。
○県財政が厳しいとの説明はあったが、勧告実施のための予算を確保した上で交渉に臨んでもらいたい。

【労務担当局長回答】

労務担当局長は、「発言の趣旨を踏まえて検討、調整したい。交渉再開については、給与改定通知を待って速やかに行いたい。交渉課題の論点を明確にし、精力的に交渉を進めていきたい。」と回答しました。


現時点で交渉再開の日程は未定ですが、自治労県職労は県労連に結集し、最終交渉まで「労働条件は労使対等の交渉で決める」という基本的立場で臨み、職員の生活を守るため全力で確定闘争に取り組むこととします。
自治労県本部青年部主催

第２回ボーリング大会

日時：１１月１８日（土）１６時～　（受付開始１５時３０分）

場所：神奈中平塚ボウル（ＪＲ東海道線「平塚駅」徒歩４分）

🌼大会終了後、交流会を予定しています♪

🌼スコアに応じて豪華景品をプレゼント！
定員になり次第締め切りますので、お早めに！

申し込みは組合事務所まで

戦争遺跡を巡るフィールドワーク

東京湾の無人島
　猿島砲台跡巡り
東京湾に浮かぶ唯一の無人島・猿島は、幕末から太平洋戦争終結まで、首都東京と軍都横須賀を防衛する東京湾要塞の一部でした。明治時代に東京湾要塞の猿島砲台が設置され、島内の岩壁を掘って煉瓦で覆われた要塞跡は現在も残ります。

また、現在の横須賀軍港は米軍と自衛隊が隣り合わせで、朝鮮半島の緊張時は米日一体で艦船が行動します。戦争遺跡や基地を間近に見て、平和について考えてみませんか。

日　時：１１月２５日（土）１３：００～１６：００

集　合：京急横須賀中央駅東口改札前（１３：００）

会　費：２,０００円（猿島航路往復乗船料、保険料他）

コース：京急横須賀中央駅　→　三笠公園（１３：３０猿島航路乗船）　→猿島（戦争遺跡巡り）　→　１５：４５猿島航路（帰り）　→三笠公園　→　横須賀中央駅

ガイド：東京湾要塞研究家　デビット佐藤さん
申込先：自治労県職労　笠井まで

申込締切：１１月２日（木）　※保険締切日です














































参加費


無料！














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































